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1．はじめに

　本校は，昭和 37 年に設置され，昭和 38 年 4
月に機械科 6クラス，電気科 2クラスにより開
校した。昭和 63 年には，機械科 2クラスを電
子機械科 2クラスに学科改編を行い，生徒数の
減少などにより，平成 6年までに，機械科 2ク
ラス，電子機械科 2クラス，電気科 1クラスの
5クラスの規模の学校になっている。
　平成 17 年に「都立高校改革推進計画　新た
な実施計画」により，工業版エンカレッジスク
ールに指定され，平成 18 年 4 月に，「キャリア
技術科」5クラスに改編となり，13年目を迎えた。
また，平成 34 年には創立 60 周年を迎える。
　入学定員は，1クラス 35 名で，1学年 175 名
体制である。

2．本校の特色

　エンカレッジスクールとは，これまでの学習
で力を発揮できなかった生徒が，もう一度，「学
び直す」ための学校である。
　生徒の「学びたい。可能性を見つけたい。社
会で役立つ技術を身に付けたい」というやる気
を応援する学校である。
　まずは，やる気を実現するために，生活習慣
や学習習慣を見直してもらう。そして，学校生

活の中で「わからない」ことはたくさん出てく
るが，その「わからない」を「わかる」ように
指導していく。
　卒業の頃には，希望する進路の実現や，自分
の可能性を広げたりできるようになる。これが
エンカレッジスクールである。
　現在，都立高校には都立高校改革により，6
校のエンカレッジスクールがある。普通科が 4
校，工業高校では本校と，本校の取組の成果を
踏まえ，平成 30 年度から中野工業高校がエン
カレッジスクールになった。
　本校のエンカレッジスクールは，7つのキー
ワードを特色としている。
　①　二人担任制
　②　朝学習とベーシック
　③　30 分授業
　④　習熟度別授業と少人数授業
　⑤　体験学習・選択科目
　⑥　キャリアガイダンス
　⑦　日常の取組を評価
⑴　二人担任制
　第 1，2学年では，1クラスに担任が二人いる。
二人は担任，副担任ではない。生徒と教員の日
常的な対話を基調として，心の触れ合いを大切
にする指導や，生徒の健康・安全の指導に努め
るため，二人担任制とし，きめ細かな対応，相
談ができる態勢を取っている。
　第3学年では，1クラスに担任は一人になるが，
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　著者は，これまでに全国の様々な生産現場を
訪ね歩いている。モットーとするのは「3現」。
実際に現地を訪れ，現物に触れ，現場の人たち
と議論すること，すなわち，「現地」，「現物」，
「現人」の「3現」を大切にしている。
　本書では，日々進化している製造業の生の現
場で直接取材し，肌で感じたことが具体的に描
かれている。
　話は鉄から始まる。
　かつて世界屈指の生産量と製造技術を誇って
いた日本の製鉄業について，高炉，LD転炉，
連続鋳造，制御圧延などの高度な生産システム
を高く評価した上で，時を経て，外国製の安価
な鉄に押されて苦境に立たされている現状を顧
みて，これまで日本の製造業は良い物を作るこ
とに心血を注いできたが，それだけでは価値が
生まれなくなったと述べている。
　鉄の話は伝統技術の継承へと展開する。
　島根県のたたら製鉄において 3日 3晩，不眠
不休で作り続ける体験や近代産業遺跡の一つで
ある萩の反射炉の視察などを通して学んだこと
をもとに，技術を伝えるということはどういう
ことかについて考察している。技術は試行錯誤
して失敗を繰り返しながら自分自身の頭と体で
獲得するものであること，技術は伝えようとし
ても伝わらないこと，「伝えたいこと」と「伝
えられたこと」が一致してはじめて「伝わった」
と言えること，そのためには，伝えたいことを
構造と要素に分解し，考えの種を一つずつ取り
出して伝えることが大切であることなど，技術
の伝承の極意を語っている。
　鉄の旅のあと，技術の街道は各地の産業現場
へと続く。
　津波被害のあった三陸海岸の防潮堤の建設現

場，八ッ場ダムの建設現場，有田焼の陶磁器の
製造現場などで得られた知見を紹介している。
　製鉄の話の中で，良い物を作るだけでは価値
が生まれなくなったと述べているが，このこと
について最後に考察している。
　日本の技術者はこれまで良い物を作ることに
専念し，良い物を作れば売れるはずという信念
があったが，顧客が求める製品になっているか
ということを確かめる必要がある。人々が求め
る価値は，時代や文化，環境などによって絶え
ず変わることから，新しい価値を生み出す製品
を作らなければ生き残れなくなったと述べてい
る。
　このことは，学習指導要領において，工業科
の目標の考え方として受け継がれている「いか
に作るか」から「どのようなものをいかに作る
か」という能力を重視した視点と合致している。
また，新学習指導要領では，工業の見方・考え
方について，「ものづくりを，工業生産，生産
工程の情報化，持続可能な社会の構築などに着
目して捉え，新たな次代を切り拓く安全で安心
な付加価値の高い創造的な製品や構造物などと
関連付けることを意味している」と解説し，こ
れらの見方・考え方を働かせて職業人として必
要な資質・能力を育成することを求めている。
本書で述べられていることは，工業教育の見
方・考え方と軌を一にしている。
　巻末で，創造性を育成するための手法として
筆者らが考案した「思考展開法」について紹介
している。思考展開法は考えを作る技法，自分
の考えを構造化して把握する手法である。自分
の頭の中に渦巻いている考えの種を言葉で表現
して見える形にするという基本的な考え方を示
し，問題解決を図るプロセスを紹介している。
創造性を育成する手法の一つとして参考になる
と考える。

（岩波新書，180 頁，760 円＋税）　　（巽　公一）
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学年主任が学年全体をサポートしている。
⑵　朝学習とベーシック
　毎朝 8時 30 分から 10 分間，基礎学力定着の
ための朝学習を行っている。朝学習の 10 分間
をしっかり取り組ませ，朝から集中できる人間
を育てるとともに，遅刻防止にもなる。生徒た
ちの大半は就職していく。就職先で，遅刻をし
ないで，朝から元気に働ける。それを 3年間か
けて鍛えていくのが，朝学習の 10 分間の最大
のねらいの一つである。
　さらに，第 1学年では，国語・数学・英語の
3科目において，中学校までの勉強の学び直し
を行う「ベーシック科目」を設置している。
⑶　30 分授業
　個に応じた指導とわかる授業の確立のため，
基礎学習を重視している。そして，学習習慣を
身に付けるため，1学年の国語・数学・英語の
3教科は「30 分授業」で週 3回授業を受ける。
1回の授業時間が短くなる分，1週間に行われ
る授業回数が多くなり，繰り返し学ぶことがで
きる。また，短時間の授業で集中力を維持して
取り組めるよう，教員が指導方法の工夫も行っ
ている。

⑷　習熟度別授業と少人数授業
　習熟度別授業は，1，2学年の「国語」，「数学」，
「英語」と，専門科目の座学「工業数理基礎」
の授業において，生徒の学習到達度に応じた授
業が受けられるようにしている。

　少人数授業は，第 1，2学年の理科，情報技
術基礎，第 2学年の家庭基礎は，1クラスを 2
つに分けるなどして，手厚い指導を行うことに
より，「基礎学力の向上・定着を徹底」できる
ようにしている。
⑸　体験学習・選択科目
　第 1，2学年では体験学習を 2単位実施して
いる。授業に興味・関心のある生徒に意欲がわ
いてくるような教育，また，多くの人との出会
いにより，自ら律し，他者と協調し，他者を思
いやる心など豊かな人間性を育む教育を推進す
るため，体験学習を重視している。
　体験Ⅰでは，スポーツリーダー・コーチ，ス
トリートダンス，洋菓子製作，福祉介護，写真
表現技術，アニメーション制作，お茶と礼法，
木彫り細工，ステンドグラス，農業と園芸，ス
クリーン印刷，メタルクラフトの講座の中から
1講座を選択し行っている。

　体験Ⅱでは，検定や資格取得を目指す学習を
行い，自分の可能性を広げ，挑戦することの大
切さを学ぶ。
⑹　キャリアガイダンス
　本校では，「キャリア教育」の充実を目指し，
学校設定科目「キャリアガイダンス」を設置し
ている。キャリア教育は各学年において計画的
に実施している。
　第 1学年は，生徒自身の将来設計を描かせ，
進路目標を設定し，実現するための計画を立て

写真技術
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る段階である。
　第 2学年は，「働く」こと，3学年の「専門系
列」（第 3学年から工業分野の 6つの系に分かれ
て学習する※）の選択を考えさせるとともに，
インターンシップを実施している。
　第 3学年は，「キャリアガイダンス」での計
画に基づいた進路実現をしていくことを目指す。
※　第 3学年から 6つの系列「機械加工技術系列」，「オ

ートメカニック技術系列」，「設備技術系列」，「デザイン・

DTP技術系列」，「インテリア技術系列」，「コンピュー

タ技術系列」に分かれて学習する。

⑺　日常の取組を評価
　エンカレッジスクールの評価については，学
習への態度，意欲等を評価に取り入れるととも
に，定期考査は実施せず，学期末に確認テスト
という形で実施し，出席点や課題等の提出物や
授業ごとの小テストを加味し，実技等を実施す
る教科については，技能，努力点などにより多
様で多元的な評価を行っている。

3．�職業観・勤労観の育成を目指すインタ
ーンシップ

　本校のインターンシップは，「キャリアガイ
ダンス」の一部として実施し，平成18年度から，
第 2学年全員が参加している。
　毎年，東京商工会議所練馬支部，東京都中小
企業家同友会，ハローワーク池袋，東京都中小
企業振興公社と連携して，130 社以上の企業か
ら協力が得られている。今年度は，11 月 14 日
から 16 日までの 3日間で，生徒 150 名が，生
徒の希望をもとに 82 社で実施する。
　また，本校では，夏季休業中に，希望する生
徒に対し，技能習得型インターンシップも実施
している。これは，高校生がものづくり企業に
おいて，熟練技能者から実技指導を受け，実践
的な技術・技能を備えたものづくり人材を育成
することを目指すものである。今年度は，5名
の生徒が参加した。

　毎年 12 月には，お世話になった企業の方や
在校生に向けて報告会を行っている。更に，卒
業後の進路実現のため，職業や職場の現状を理
解し，次年度に向けて進路決定のための目的意
識や意欲を培っていく。また，インターンシッ
プに協力して頂いた企業からの求人も多く，イ
ンターンシップを体験した企業に就職を希望す
る生徒も増えている。

4．進路実現に向けた新たなる取組

　昨年度から東京都教育委員会より，「ゆめナ
ビプロジェクト研究校」に指定され，この取組
の一つとして，「都立高校生の社会的・職業的
自立支援教育プログラム」を実施している。
　このプログラムは，企業や大学，若者支援に
関する専門的知識や経験を有する NPO法人と
連携し，社会や職業について，実感を持って理

インターンシップの様子
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　このプログラムを終えた生徒たちは，「みん
なで，意見を出し，まとめるのは大変だったけ
ど面白かった」，「一人の意見だけでは，判断で
きないことに気付いた」など，個人の意見を尊
重し，集団討論を行う大切さを実感していた。
⑵　職業人へのインタビューワークショップ
　このワークショップは，職業人から直接仕事
や働くことについて話を聞くことで，生徒自身
の将来設計を考えるきっかけやヒントを得るプ
ログラムである。
　このプログラムを終えた生徒たちは，経験豊

解しながら，将来，社会人，職業人として生活
していくために必要な能力等を身に付けること
ができる内容になっている。本校では，NPO

法人「16 歳の仕事塾」と連携し，社会人・職
業人と接する機会が少なく，アクティブ・ラー
ニングの授業が少ない第 1学年を対象に，3つ
のプログラムを実施している。
　①　チームコンセンサス・ワークショップ
　②　職業人へのインタビューワークショップ
　③　社会人の中の自分役割から考えるワーク
ショップ
⑴　チームコンセンサス・ワークショップ
　このワークショップは，グループ・ワークを
通じて，自分の考えや意見をしっかり他人に話
し，ディスカッションしながらチームとして最
適解を出すことが大切であることを学ぶ課題解
決型のプログラムである。

富な職業人へインタビューをするなかで，生徒
自身が主体的に進路について考えることができ
ていた。また，知らない人や異なる年齢の大人
と話し，コミュニケーション能力を実践的に身
に付けることもできた。

⑶　社会人の中の自分役割から考えるワークシ
ョップ
　このワークショップは，グループでの共同作
業をとおして，社会人として求められる基礎的
な力「社会人基礎力（3つの能力と 12 の要素）」
を理解するためのプログラムである。
　このプログラムを終えた生徒たちは，自己の
新たな発見，課題などを見出し，社会人として
必要な能力について考えることができた。1年
生の早い段階から，自分の将来を見据え，「社
会人・職業人」を意識することができた貴重な
経験となった。

　このように，工業版エンカレッジスクールで
ある本校では，学び直しをしっかりと行うとと
もに，健全な職業観・勤労観の育成を目指し，
「キャリアガイダンス」，「インターンシップ」，
「ゆめナビプロジェクト研究校」を，進路実現
するための柱と考え，「キャリア教育」の充実
を図り，生徒の希望する進路に結び付けていく
ために，教職員が一丸となって取り組んでいる。

チームコンセンサス・ワークショップ

インタビューワークショップ


	工業教育資料_383号_Part17
	工業教育資料_383号_Part18
	工業教育資料_383号_Part19
	工業教育資料_383号_Part20

